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１ はじめに 

 近年 鋼鉄道橋の老朽化および騒音が問題となっている 鉄道橋では 100 年以上も前に建設された鋼橋

が多く残されているのが現状であり 何らかの対策が必要とされているものも多い そこで著者らは 既設

の鋼橋に対して 被覆 床版を設置し いわゆる複合構造化によって

耐荷力向上 耐久性向上 低騒音化 維持管理 低減を図る事を目的とした研究を行っている 本項で

はそのなかでも この複合構造化による騒音低減効果について報告する  

２ 複合構造化概要 

 複合構造化は 図 1のように主な構成として① 被覆 ②FRP 型枠 ③速硬軽量

を用いている それぞれの複合構造化の構成部材には次のような目的がある  

 

 

 

 

 

 

 

       (a)複合構造化前                (b)複合構造化後 

図 1. 既設鋼橋の複合構造化 I の場合  

① 被覆 

 ・鋼橋の騒音低減 1  

  ・ 床版との一体化促進 ずれ止め構造の省略 2  

  ・鋼部材の防食 とくに との境界部など  

  ・塗り替えの省略による維持管理 低減 

②FRP 型枠 埋設型枠  

  ・死荷重増分量の低減 

  ・施工性 運搬 現地での微調整加工の容易さ の向上 

  ・ 床版との合成効果による剛性寄与 

  ・塗り替えの省略による維持管理 低減 

③速硬軽量 床版 

  ・鋼橋への剛性の寄与 耐荷力 耐久性の向上  

  ・死荷重増分量の低減 軽量  

  ・鉄道工事の夜間急速施工に対応 速硬  

  ・構造物音や車両音 転動音などの騒音の低減 

なお 格子状鉄筋は のひび割れ防止のために配置して 

いる  

  速硬軽量  既設鋼橋対策 騒音対策 

連絡先  185-8540 東京都国分寺市光町 2-8-38 鉄道総合技術研究所 鋼複合構造 TEL 042-573-7280 

    

被覆 t=5mm  型枠 

速硬軽量  格子状鉄筋 

(a) 複合構造化前 

(b) 複合構造化後 

写真 1. 試験桁の概要 
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 複合構造化の試験施工は 実際に使用されていた 3.7m の I 1909 年製 目立った変状はな

し 写真 1(a) に対して実施した 写真 1(b) なお 本試験施工の概要は 文献 3 で説明されている  

３.衝撃試験の概要と結果 

 本複合構造化によって 構造物音がどの程度低減するかを把握するために による衝撃試験を行

った 試験は複合構造化前・後で実施し 試験桁の 中央に加速度計と を設置し 中央上

を打撃することにより測定を行った なお は PH51 株 製 を用い 振動加

速度は圧電型振動加速度 PV94( 製)を 騒音は普通騒音計 NL-04( 製)等を用い

た 振動 騒音ともに多 分析器 SA01( 製)を用いている 測定の状況を写真 2 に示す  

 測定結果のうち 桁腹板中央の加速度計による測定結果を図 2に示す 図 2では 縦軸は 0dB=10-5((ms-2

/N)で計算し 横軸は 1/3 ごとの周波数で示している 横軸の周波数は 鋼橋の構造物音で

一般的に卓越する 125 2000 Hz の範囲で示しており 値 AP 値 もこの範囲で算出している  

 図 2より 複合構造化前・後で 騒音 が 5 35 dB 程度低下する傾向が見られ AP 値でも約 15(dB)

の低減効果が確認できる 以前著者らが行った 被覆のみの同様な試験 1 では 約

10(dB)の低減効果であったことから

被覆のみの

対策よりも 今回の複合構造化の方

が さらに構造物音を低下させる効

果があると考えられる  

   写真 2. 衝撃試験状況           図 2. 測定結果 腹板加速度計の測定結果  

４.まとめ 

 本研究結果より 今回提案する複合構造化は 鋼橋の構造物音の騒音対策として十分な効果があると推測

される また 開床式橋梁では 床版による遮音効果も期待できるため 転動音や車両音の騒音対策として

の効果も期待できる なお 本複合構造化の効果としては剛性の向上 つまりは耐久性の向上策としても考

えられるが この点については 文献 4 に示されている 本工事の施工費用の検討は今後の課題ではある

が 騒音対策としてだけではなく 耐久性の向上策 長寿命化策 としても考慮し さらに

を考慮すれば 十分に有益な対策工であると考えられる  
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